令和7年　9月　第３回　相和会訪問看護ステーション　
定期巡回・随時対応型訪問介護看護　介護・医療連携推進会議　　議事録

開催日時：令和7年9月11日(木)　14：00～14：40
〇本日の会議目的
　利用者・家族や地域住民の代表者、地域の医療関係者、地域包括支援センター職員などに　　　　
　提供しているサービス内容を明らかにすることにより　地域に開かれたサービスとし、質の確保をすることを目的として　開催するものです。
　要望や助言を聴く機会とし、より良いサービスが　出来ることを目標としています。

１．開会のあいさつと参加者紹介
司会・進行役の定期巡回管理者・森崎より、本日の参加者を紹介

２．サービス利用状況等報告
・利用者が7月から2名増えて、現在は3名（A氏、B氏、C氏の週間予定表を資料と
して添付　会議終了時に回収）となっている
・要介護２の方が2名、要介護３が1名
・訪問介護のみ利用の方が1名（医療保険での訪問看護あり）、訪問介護と訪問看護
を両方利用している方が2名いる
・平均訪問回数は一日１～３回　8月の訪問回数合計は、訪問介護が９４回、訪問
看護が５回　随時訪問はなし
・サービス内容としては、食事の支援、水分補給、入浴介助、服薬支援がほとんど

現場の感想としては・・・
　利用者が3名になり、定期巡回らしくなってきたと感じる。介護福祉士も9月からは
　3名体制になりうまく回るようになった。もう少し利用者が増えると良いと思う。
　ただ、今の利用者は全員相和会のケアマネジャーが担当しており、他の事業所からの
　利用がまだないところは今後の課題.。
　訪問範囲が３～４ｋｍ圏内となっており、東淵野辺あたりまでになってしまうこともネックになっていると思う。毎日訪問し、目が届くことで悪化する前にフォローできるようになったと感じている。
３．意見交換

　◇大野北のエリアだと、ゴミ出し支援の事業があるがそういったことの検討は
　　しているか？
→ゴミをまとめるところからの支援が必要な方たちなので利用は難しいと思って
いる
　◇相模原市内の某病院に入院していた家族が在宅での生活を希望していたが、
　　定期巡回サービスの提案や情報提供はなかった。知らなかったことを残念に
　　思う
　◇1日1回の訪問の方がいるが、このサービスを選んだ理由は？
　→毎日訪問してくれるから安心ということだった。認知機能低下が進み、食事を
　　摂ったかも分からないことが出てきているため、訪問している息子さんの負担も
　　考えながら対応していく
　◇夜間が不安な独居の方はお願いできるか？
　→対応する職員の調整次第となるが、まずは相談してほしい
　◇小規模多機能や看護小規模多機能を紹介したことはある。定期巡回はお泊りやデイ
　　サービスの利用はできるのか？
　→他社で泊りや通所のサービス、訪問入浴サービスを利用することは制度上可能。料金に
ついては、通常の月料金とは変わってくるので確認が必要

４．アドバンス・ケア・プランニング（人生会議）について考える
　相模原市で作成した「わたしの連絡帳～ケアノート～」を資料として、ACPの必要性
　やどんな内容を考えておくとよいのかなどの情報を共有した
　訪問看護の現場では、体調等の変化のタイミングをとらえて、本人や家族に具体的に
　どうしたいかを尋ねていることや、病院では、本人が意思表示できないときに家族に
　「本人はどう考えていたか？」と聞くが全くそういう話をしたことがないという家族も
　いること、「こんなことを言っていたな」ということを一つでも多く家族が共有できてい
　れば、本人の気持ちを慮るヒントになると感じているとの話があった。
　地域包括支援センター職員から、もしバナカードについての情報提供があった。利用希望
　者には貸出をしているとのことだった。

次回　会議は　令和8年3月頃を予定しております。
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